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1982 年に老人保健法が制定されて以降、1995 年には 65 歳以上の人口が全人口の 14%を超える高齢社
会となった。1997 年には社会全体で高齢者を支え合うための介護保険法が成立するなど、社会保障制度
の整備が行政によって進められ、その後の 2010 年には 65 歳以上の人口が全人口の 21%を超える超高
齢社会となっている。また、高齢者白書（内閣府, 2018）によると、我が国における 65 歳以上人口は
2025 年に 3,677 万人に到達することが見込まれており、さらに 2065 年には国民の約 2.6 人に 1 人が 65

































































『発達心理学研究』18 本、『心理学研究』17 本、『箱庭療法学研究』4 本の計 78 本であった。 
 直近 20 年における 1 年間あたりの平均は 3.9 本（SD=2.00,R=1〜9）である。2003 年の 9 本が最
も多く、次いで多かったのは 1998 年と 2014 年の 7 本であった。なお、2007 年の 1 本が最も少なかっ
た。1998 年～2017 年における 3 年ごとの年代推移を図 1 に示す。3 年ごとの推移においては、2012〜
2014 年の計 18 本が最も多く、2015〜2017 年の計 7 本が最も少なかった。 
 
図 1．分析対象とした高齢者心理学研究の 3 年ごとの推移（1998〜2017 年） 
 
過去 20 年間における研究法による分類の結果は以下の通りである。「臨床−質的」24 本、「臨床−数量
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本稿において分析対象とした論文一覧を、研究法による分類別に年代順に並べた形で表 1-1、表 1-2





今回、分析の対象とした学術雑誌において、高齢者心理学に関する論文は直近 20 年間において 1 年
間あたり平均で 3.9 本掲載されており、2007 年を除いて毎年複数の論文が掲載されている。我が国にお




る。また、本研究の結果からは 2013 年以降の 5 年間で掲載された論文は 23 本であり、それまでの 5
年間における 14 本と比較して大幅な増加を示していることが明らかとなった。このことの背景には、
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